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令和６年度の成果  

説明的文章について、児童が文章の順序に着目をして内容を「つかむ」ことや、文章構成を「考える」

ことを、自分ですすめる力や態度が身に付いてきた。 

 

令和７年度の重点  

説明的文章について、児童の考えを自ら「広げる」ことができる力を育成する。 

 低学年→感じたことや分かったことを共有して自分の感想をもつ。 

 中学年→一人一人の感じ方に違いがあることに気付き、自分の考えをもつ。 

 高学年→話し合いの中で、情報交換し、自分の考えを広げ深める。 

 

★目指す児童像 

 

  

          ※文章を読んで形成してきた自分の考えを表現し、互いの考えを認めあったり、

比較して違いに気付いたりすることを通して、自分の考えを広げていく児童 

 

低学年 文章を読んで理解した内容と自分の体験とを結び付けて、すすんで感想をもったり共有した

りすることのできる児童 

中学年 一人一人の感じ方に違いがあることを知り、他者の感じ方のよさに気付くことのできる児童 

 

高学年 自分の考えをまとめ、友達との考えを比較・検討したり、自分の考えを柔軟に変容・深化さ

せたりすることができる児童 

 

■研究の方法  
 ・年間３回の研究授業を実施（各分科会で１本ずつ実施） 

  ・各教員、１回は国語「読むこと」の領域の授業を行う。 

  ・国語に関する児童アンケートを年度当初、年度末に実施し、児童の変容と指導効果の分析を行う。 

 

■授業者 日程 
 ① ６月１１日（水） ５年 

 ② ９月１７日（水） １年 

 ③１１月２７日（水） ３年 

 

■ＯＪＴ研修授業者 日程 
 放課後の夕会等の時間を活用し、実践的、実用的な内容のものを取り入れ、充実させていく。 

研究主題   

「つかむ」「考える」「広げる」 

～国語科「読むこと」説明的文章における実践～ 

 

理由や根拠を明確にして、文章を正しく読み取り、 

自分の考えを表現できる児童 


